
1.適用要領基準が一致している

情報共有システム
利用申込時の

適用要領基準と年度
＊共有システムで変更

しないようにしてください

電子納品支援ソフトで
設定した

適用要領基準と年度

その他 ⇒ 案件管理 ⇒ 案件情報タブ
「その他情報」欄の電子納品バージョン・
対応要領から確認できます。

電子納品対応要領欄の
１行目に記載のある要領
（国交省もしくは農水省）
の要領と年度を支援ソフトで

選択してください

情報共有システム画面

愛知県のガイドラインを選択しても
アップロードできません

2.支援ソフトから出力されたフォルダ構成が以下のようになっている

土木工事の場合

フォルダ名
「DISK1」を「PRODUCT」に変更
その後圧縮し「PRODUCT.zip」に
する

どの「PRODUCT.zip」にも
以下のファイルが入っている必要が
あります。
・INDEX_C.XML
・INDE_C09.DTD

*赤字は要領及び版により異なります
*iNDE_C09.XSLは任意

上記のようなフォルダ構成になっていない場合は
支援ソフトの設定を見直し、データを再出力する

ユーザー様より多くお問い合わせいただくパターンを掲載



3.支援ソフトから出力されたフォルダとＸＭＬに記載のフォルダ名が同じ

OKパターン

＜基礎情報＞に記載のフォルダ名と
実際に出力されたフォルダが一致している

＜基礎情報＞にPHOTO以外のフォルダ名の記載がある場合は
支援ソフトの設定を見直し、データを再出力する

XMLは「メモ帳」で開いてください
写真を一括アップロードする場合

NGパターン

支援ソフトから出力されたフォルダの構成

支援ソフトから出力されたフォルダの構成

4. 情報共有システムの工事番号、工事名をソフトに登録している

共有システムから
工事番号、工事名を
コピー＆ペースト

してね

5. ファイル名、写真タイトルなどに環境依存文字を使用していない

★主な環境依存文字
①②③㈱㈲ № ℡㌧㍑
㎝㎜㎞㎎㎏㎡など

★改行もNGです
写真タイトル等１行で登録してください

123 mm  km mg  kg  m2 m3   
トン リットル
アルファベットは半角小文字で
平方メートル、立方メートルの
数字は半角です

その他 ⇒ 案件管理 ⇒ 案件情報タブより
工事番号、工事名を確認できます。
案件番号が「工事番号」、案件名が「工事名」です
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